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１．目的  

少子化の進行が続くわが国では，次世代を担う子供の交通安全の強化に向けて，関係機関・団体等が連携し，

交通安全教育・啓発や交通環境の整備等の取り組みが推進されている．このような交通安全への取り組みによ

って，近年のわが国における子供の交通事故は減少傾向にあるが，令和 3年における児童の交通事故死者・重

傷者数は 709人であり，交通状態別に見ると「歩行中」の占める割合が約 60％と最も高い状況となっている．

また，「歩行中」である交通事故死者・重傷者のうち，「登下校中」に交通事故に見舞われた児童の占める割合

が約 4割と最も高い状況となっている 1)．さらに，年齢別の交通事故死者・重傷者数では，新入学などで活動

範囲が各段に広がる時期である「7 歳」の交通事故が最も多い．以上より，子供の交通安全の強化に向けて，

登下校時などの歩行中事故の更なる削減が重要である． 

本研究では，子供の交通事故の更なる削減に向けて，子供の歩行中における危険個所で，音声により安全行

動を促すことのできる次世代型デバイスとして，交通安全ビーコンを開発した．また，このビーコンを金沢大

学人間社会学域教育学類附属小学校（以下金沢大学附属小学校）に通う児童のリュックに取り付けていただき，

児童の交通安全に関する実証実験を行った． 

２．次世代型デバイスの概要 

 本研究では，子供の歩行中における危険個所で，音声により安全行動を促すことのできる交通安全ビーコン

を開発した（図-1）．ビーコンの大きさは，児童のランドセルやバッグへの装着しやすさを考慮し，幅：61.8mm，

高さ：85.8mm，厚み：21.9mmであり，一般的な防犯ブザー程度となっている．また，ビーコンには GPS や加

速度センサーが取り付けられており，居場所だけでなく，歩行中にどこで一旦停止をしたのかなどが把握可能

となっている．さらに，子供があらかじめ登録されている危険地点を通行した際に，「止まりましょう！」な

どの音声による一時停止の注意喚起が流れる． 

 
図-1 開発した交通安全ビーコン 
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３．交通安全ビーコンを用いた児童の交通安全に関する実証実験 

 金沢大学附属小学校に通う 1年生と 2年生（7歳）の児童のうち，24名を対象に，3月 6日～3月 16日まで

の 10 日間において，交通安全ビーコンを用いた交通安全意識の向上に関する実証実験を行った．実証実験の

流れを図-2，実証実験現場の状況を図-3に示す．交通安全ビーコンを児童のリュックに取り付け，登下校をす
ることで，あらかじめ設定された危険地点を通行した際に，一旦停止の注意喚起音声が流れるとともに，一旦

停止の有無が記録される．その後，教室にてリュックをロッカーに入れている間に，設置したタブレットによ

って，記録データを取得することができる． 

本研究では，実験期間内に交通安全ビーコンからの注意喚起の有無を変更することで，交通安全ビーコンの

影響による児童の一旦停止有無の変化を把握した．また，実験期間中に設定した危険地点における横断歩道前

での一旦停止と左右確認の有無についても現場観測を行った． 

 交通安全ビーコンの記録データによる児童の一旦停止有無の変化を表-1 に示す．表-1 より，交通安全ビー
コンを用いた一旦停止の注意喚起音声の有無によって，児童の一旦停止率は約 39%上昇したことが得られ，児

童の交通安全意識が向上したことが分かる．また，設定した危険地点における横断歩道前での一旦停止と左右

確認の有無の現場観測結果を表-2に示す．表-2より，実験現場においては通行を確認した児童のうち，約 15%

が一旦停止を行っており，約 19%の児童が左右確認を行っていることが得られた． 

４．本研究のまとめと今後の課題 

本研究では，子供の交通事故の更なる削減に向けて，あらかじめ設定された危険地点を通行した際に，一旦

停止の注意喚起音声が流れる交通安全ビーコンを開発し，実証実験を行った．その結果，一旦停止の注意喚起

音声によって，児童の一旦停止率が向上しており，交通安全意識の向上が見られた． 

今後は，継続的な実証実験を行い，「注意喚起の慣れ」や「音声の種類」が交差点等の危険個所における児

童の停止について与える影響などについて，より詳細な分析を行う必要がある． 
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図-2 実証実験の流れ 
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図-3 実証実験現場の状況 

表-1 一旦停止有無の変化 

 

一旦停止率一旦停止数データ取得数音声注意

31%1032OFF

70%1420ON

46%2452全体

表-2 一旦停止有無の変化 

 

確認児童数左右確認一旦停止日付

14403月9日

26373月10日

13213月14日

20533月16日

73(100%)14 (19%)11(15%)全体
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